
目標年度

②

③

当初
予算額

令和２年度 ３年度
４年度
（※１）

５年度
（※２）

330 326 337

(89) (120)

330 326 337

(89) (120)

※２　達成手段における令和５年度の当初予算額については、令和５年度より政策体系を変更したことから、当該施策に関連する予算としては記載していない。

（防衛省０５－⑳）

米国や豪州をはじめとする他の支援国と
の関係強化

令和５年８月

令和５年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

施策名 能力構築支援 担当部局名 防衛政策局

施策の概要

  インド太平洋地域の各国等に対して、その能力向上に向けた自律的・主体的な取組が着
実に進展するよう協力することにより、相手国軍隊等が国際の平和及び地域の安定のため
の役割を適切に果たすことを促進し、我が国にとって望ましい安全保障環境を創出すること
を目指す。

政策体系上
の位置付け

安全保障協力の強化
（安全保障協力の強化）

達成すべき目標

①自衛隊がこれまで蓄積してきた知見を有効に活用し、外交施策との調
整を十分に図り、能力構築支援を実施する米国・オーストラリア等と連
携

②相手国軍隊等が国際の平和及び地域の安定のための役割を適切に
果たすことを促進

目標設定の
考え方・根拠

【目標設定の考え方】
大綱に従い、自由で開かれたインド
太平洋というビジョンを踏まえ、地域
の特性や相手国の実情を考慮しつ
つ、多角的・多層的な安全保障協力
を戦略的に推進する。

【根拠】
大綱、中期防

政策評価
実施予定時期

0315

防衛省・自衛隊関連部隊・機関等への支
援対象国の実務者等を受け入れての、セ
ミナー、実習、教育訓練等の実施

令和４年
行政事業
レビュー
事業番号

平素から継続的に安全保障・防衛関連分野における人材育成や技術支援などを行い、支援対象国自
身の能力を向上させることにより、地域の安定を積極的・能動的に創出し、グローバルな安全保障環境
を改善するための取り組み。
防衛省・自衛隊は、これまでインド太平洋地域を中心に、15か国・1機関に対し、HA/DR、PKO、海洋安
全保障などの分野で行ってきており、「派遣」もしくは「招へい」又はこれらを組み合わせた手段により、
一定の期間をかけて支援対象国の具体的・着実な能力の向上を図っている。
また、2020年度より新型コロナ禍における取り組みとしてオンラインセミナーを実施している。

測定指標 目標 実績
 測定指標の選定理由及び目標（水準・目標年度）の設定の
 根拠

①
自衛隊がこれまでに蓄積してきた能力を有効に活用する
ことにより、支援対象国の軍等の能力を強化

自衛官等を支援対象国に派遣してのセミ
ナー、実習、技術指導等の実施

令和５年度 別紙

・中期防において次のとおり示されていることから、これらの取り
組み状況を測定指標として設定。

Ⅲ　自衛隊の能力等に関する主要事業
　５　安全保障協力の強化
　　⑶　能力構築支援

インド太平洋地域の各国等に対して、その能力向上に向け
た自律的・主体的な取組が着実に進展するよう協力することによ
り、相手国軍隊等が国際の平和及び地域の安定のための役割を
適切に果たすことを促進し、我が国にとって望ましい安全保障環
境を創出することを目指す。その際、自衛隊がこれまで蓄積して
きた知見を有効に活用するほか、外交政策との調整を十分に図
るとともに、能力構築支援を実施する米国・オーストラリア等との
連携を図り、多様な手段を組み合わせて最大の効果が得られる
よう効率的に取り組む。

政府開発援助（ＯＤＡ）を始めとする外交政策との調整
政府開発援助（ＯＤＡ）を始めとする外交
政策との更なる連携や補完関係等の推
進

能力構築支援を積極的に実施する米国、豪州等と連携

達成手段
（開始年度）

予算額計（執行額）
関連す
る指標

達成手段の概要等

※１　達成手段における令和４年度の執行額については、事業単位の整理（事業の統合等）に伴い、令和４年度予算要求時と執行額確認時の事業単位に差異が生じたため、記載していない。

施策の予算額・執行額
施策に関係する内閣の
重要政策（施政方針演
説等のうち主なもの）

中期防衛力整備計画（平成３１年度～平成３５年度）（平成３０年１２月１８日国家安全保障会議決定
及び閣議決定）
Ⅲ－５－（３）能力構築支援

(1) 能力構築支援事業 1



目標

２
年
度

３
年
度

４
年
度

令和４年度実施施策に係る政策評価の事前分析表（別紙）
（防衛省０４－⑳）

施策名 能力構築支援

測定指標 施策の進捗状況

●令和４年度においては、以下のとおり実施した。
【フィリピン】
　艦船整備に関する現地セミナー
【ラオス】
　人道支援・災害（施設）に関する現地セミナー、人道支援・災害救援（救難探索救助・衛生）に関する訓練要領の指導
【ベトナム】
　水中不発弾処分に関する専門的な知見に基づいた教育（２回）、潜水医学に関する専門的知見に基づいた教育、航空救難に関
する専門的知見の共有
【カンボジア】
　PKO（施設）に関する道路測量技術に関する教育

①自衛隊がこれまでに蓄積してきた能力を有効に活用することにより、支援対象国の軍等の能力を強化

自衛官等を支援対象国に派遣してのセミナー、実習、技術指導等の実施

●令和２年度においては、以下のとおり実施した。
【ミャンマー】
　ミャンマー国軍士官学校日本語課程に対する日本語教育環境整備支援

●令和３年度においては、以下のとおり実施した。
【ミャンマー】
　ミャンマー国軍士官学校日本語課程に対する日本語教育環境整備支援
【モンゴル】
　ＰＫＯ（施設）に関する道路構築教育・道路構築実習及び測量に関する技術支援
【東ティモール】
　施設分野（HARII HAMUTUK）に関する測量、施設機械整備に係る講義・実習及び施設作業を通じた技術指導
【パプアニューギニア】
　軍楽隊育成のための演奏・合奏・楽器整備等の技術支援
【フィリピン】
　フィリピン陸軍に対して人道支援・災害救援に係る人命救助機材の取扱いに関する講義及び捜索救助訓練の実施に関する知見
の共有を行った。
【ベトナム】
　ＰＫＯ派遣準備支援、航空救難に関するセミナー

●令和元年度においては、以下のとおり実施した。
【インドネシア】
　人道支援・災害救援に関するセミナー
【ベトナム】
　サイバーセキュリティ、航空救難に関するセミナー、水中不発弾処分に関するワークショップ
【フィリピン】
　人道支援・災害救援に関するセミナー
【カンボジア】
　PKO（施設）に関する道路測量技術に関する講義・演習
【ミャンマー】
　ミャンマー国軍士官学校日本語課程に対する日本語教育環境整備支援、潜水医学に関するセミナー、航空気象に関するセミ
ナー・実技協議（２回）
【ラオス】
　人道支援・災害救難探索救助・衛生に関する訓練計画立案に係る講義・実習、実際の訓練に係る実技教育
【マレーシア】
　人道支援・災害救援に関するセミナー
【パプアニューギニア】
　軍楽隊育成に関する演奏・演出技術指導
【モンゴル】
　ＰＫＯ（施設）に関する道路構築教育及び道路構築実習に対する技術指導
【スリランカ】
　航空救難に関するセミナー
【東ティモール】
　施設分野（HARII HAMUTUK）に関する測量、施設機械整備に係る講義・演習及び施設作業を通じた技術指導、車両整備に係る
講義及び技術指導

元
年
度



４
年
度

（
続
き

）

２
年
度

３
年
度

防衛省・自衛隊関連部隊・機関等への支援対象国の実務者等を受け入れての、セミナー、実習、教育訓練等の実施

●令和２年度においては、以下のとおり実施した。
【カンボジア】
PKO（施設）における道路測量技術に関する講義・実習（オンラインで実施）
【パプアニューギニア】
人道支援・災害救難（施設機械整備）に関する講義（オンラインで実施）

●令和３年度においては、以下のとおり実施した。
【ＡＳＥＡＮ】
　人道支援・災害救援に関するセミナー（オンラインで実施）、サイバーセキュリティに関するセミナー（オンラインで実施）
【スリランカ】
　航空救難に関するセミナー（オンラインで実施）
【ラオス】
　人道支援・災害救援（捜索救助・衛生）に関するセミナー（オンラインで実施）
【モンゴル】
　人道支援・災害救援（衛生）に関するセミナー（オンラインで実施）
【フィリピン】
　航空医学に関するセミナー（オンラインで実施）
【ベトナム】
　ＰＫＯ派遣準備支援のためのセミナー（オンラインで実施）、水中不発弾処分及び潜水医学に関するセミナー（オンラインで実施）

元
年
度

●令和元年度においては、以下のとおり実施した。
【インドネシア】
　人道支援・災害救援に関して、陸上自衛隊東北方面総監部や日米共同統防災演習の研修等を実施
【スリランカ】
　航空救難に関して、航空自衛隊那覇航空救難隊において研修等を実施
【ミャンマー】
　潜水医学に関して、海上自衛隊潜水医学実験隊、潜水艦救難艦「ちよだ」等において研修を実施
【ラオス】
　人道支援・災害救難（捜索救助・衛生）に関して、陸自衛隊松本駐屯地等において訓練計画の立案実習等を実施
【ＡＳＥＡＮ】
〈第３回ＨＡ／ＤＲに関する日ＡＳＥＡＮ招へいプログラム〉
　ＡＳＥＡＮ加盟国及びＡＳＥＡＮ事務局から災害対応を担当する国防当局者を招へいし、人道支援・災害救援に関するセミナー、机
上訓練、防災訓練視察等を実施
〈第３回日ＡＳＥＡＮ乗艦協力プログラム〉
　ブルネイからフィリピンに航行し海自護衛艦「いずも」にて、ＡＳＥＡＮ全加盟国及びＡＳＥＡＮ事務局から海軍大尉級の参加を得
て、国際法セミナー、人道支援・災害救難セミナー、各種訓練視察や艦務体験を実施

●令和４年度においては、以下のとおり実施した。
【フィリピン】
　艦船整備に関する整備実習等（２回）、航空医学に関する関連施設での研修等、人道支援・災害救援に関する装備品の整備要
領についての研修等
【ベトナム】
　航空救難に関する関連施設での研修、装備品見学等、水中不発弾処分に関する関連施設での研修等、サイバーセキュリティに
関する教育・訓練等
【マレーシア】
　人道支援・災害救援に関する関連施設での研修等
【ラオス】
　人道支援・災害（施設）に関する重機操作訓練等、人道支援・災害救援（救難探索救助・衛生）に関する実技訓練等
【インドネシア】
　人道支援・災害救援に関する訓練視察等、日本語教育環境整備に関する教育
【モンゴル】
　人道支援・災害救援（衛生）に関する訓練の実施要領の知見の共有等
【カザフスタン】
　衛生に関する協議、自衛隊病院での研修等
【フィジー】
　衛生に関する協議、自衛隊病院での研修等
【パプアニューギニア】
　人道支援・災害救援（施設機械整備）に関する基礎的事項の教育、軍楽隊の練成、自衛隊音楽祭りへの参加
【ＡＳＥＡＮ】
　人道支援・災害救援に関する机上演習、防災関連施設視察等、乗艦協力プログラムにおいて国際法についての意見交換等
【スリランカ】
　航空救難に関する知見の共有（オンラインで実施）
【ミャンマー】
　日本語教育環境整備に関する教育（オンラインで実施）

４
年
度

【モンゴル】
　ＰＫＯ（施設）に関する道路構築教育、人道支援・災害救援（衛生）に関する訓練計画立案に必要な知見の共有
【パプアニューギニア】
　軍楽隊に対して自衛隊音楽祭り参加のための練成訓練（２回）
【東ティモール】
　車両整備・施設分野に関する技術指導（HARII HAMUTUK）



２
年
度

３
年
度

４
年
度

２
年
度

③政府開発援助（ＯＤＡ）を始めとする外交政策との調整

政府開発援助（ＯＤＡ）を始めとする外交政策との更なる連携や補完関係等の推進

●マレーシア及びフィリピンにおいて、護衛艦「いずも」の寄港の機会を捉えて実施した人道支援・災害救援（ＨＡ／ＤＲ）セミナーに
それぞれ現地日本大使館及びＪＩＣＡ事務所のＯＤＡ関係者をオブザーバーとして招待し、当該国におけるＯＤＡによる防災分野の
取組との連携を図った。
●ラオス軍に対する人道支援・災害救援（ＨＡ／ＤＲ）分野の能力構築支援事業の一環で実施した現地実動教育に際して、外務省
が2015年度日ＡＳＥＡＮ統合基金（ＪＡＩＦ）を通じて供与した人命救助機材を活用すると共に、同機材の取扱・維持管理要領を指導
する専門家を派遣した。
●インドネシア国軍に対する人道支援・災害救援（ＨＡ／ＤＲ）分野の能力構築支援事業の一環で実施した招へいプログラムに8名
のインドネシア国軍の要員に加え、ＪＩＣＡの費用負担によりインドネシア国家防災庁の職員2名が参加し、インドネシアに対するＯＤ
Ａによる取組との連携を図った。
●フィリピン陸軍に対する人道支援・災害救援（ＨＡ／ＤＲ）分野の能力構築支援事業と外務省が計画している同軍に対する人命
救助機材の供与事業（無償資金協力）との連携を図るため、合同での現地調整出張を実施した。
●ミャンマー空軍に対する航空気象分野の能力構築支援事業の一環で実施した現地セミナーに際して、ＪＩＣＡによる気象分野の
協力に関する情報を得るため、ＪＩＣＡ事務所を往訪し、意見交換を実施した。
●フィジー軍に対する衛生分野の能力構築支援事業を形成するための現地出張に際して、ＪＩＣＡによる保健分野の協力との連携
の可能性を模索するため、ＪＩＣＡ事務所を往訪し、意見交換を実施した。

元
年
度

●令和２年度においては、以下のとおり実施した。
【フィジー】
フィジー軍に対する衛生分野の能力構築支援事業の招へい事業の計画に際して、ＪＩＣＡによる保健分野の協力との連携の可能性
を模索するためＪＩＣＡと意見交換を実施し今後の協力取り付るとともに、当該招へい事業に活用可能なＪＩＣＡ関連の資料の提供を
受けた。

●令和４年度においては、以下のとおり実施した。
【東ティモール】
豪主催の能力構築支援（HARII HAMUTUK）に参加し車両整備・施設分野に係る技術指導等を実施。日、米、豪、ＮＺ及び東ティ
モール５か国から２３０名に及ぶ隊員が参加。
【米国、豪州等】
米インド太平洋軍主催の多国間ワーキンググループ（７月、３月）に参加し、能力構築支援分野で米豪等との協力強化に努めた。
また、モンゴル（ＰＫＯ（施設））、フィリピン（艦船整備）では米と、フィジー（衛生）では豪と連携し関係強化に努めた。

②能力構築支援を積極的に実施する米国、豪州等と連携

米国や豪州をはじめとする他の支援国との関係強化

●令和元年度においては、以下のとおり実施した。
【東ティモール】
施設分野（HARII HAMUTUK）に関する測量、施設機械整備に係る講義・実習及び施設作業を通じた技術指導を実施。日、米、豪
及び東ティモール４か国から約２００名の隊員が参加。
【米国】
米インド太平洋軍主催の能力構築支援に関する会合である安全保障協力理事会（４月）と能力構築ワーキンググループ会合（１０
月）に参加し、能力構築支援分野での日米協力の強化に努めた。
安全保障協力に関する第２回日米政策協議に外務省とともに参加し、米国防省、米国務省との間で、能力構築支援を含む日米協
力の強化に係る政策対話を実施。

元
年
度

●令和２年度においては、以下のとおり実施した。
【米国、豪州等】
米インド太平洋軍主催の能力構築支援に関する会合である能力構築ワーキンググループ会合（１１月）及びそれに連動する日米
バイ協議（１２月）に外務省、海上保安庁と共に参加し、能力構築支援分野での日米協力の強化に努めた。
米インド太平洋軍主催の多国間ワーキンググループ（１０月）に参加し、能力構築支援分野で米豪等との協力強化に努めた。

●令和３年度においては、以下のとおり実施した。
【東ティモール】
施設分野（HARII HAMUTUK）に関する測量、施設機械整備に係る講義・実習及び施設作業を通じた技術指導を実施。日、米、
豪、、ＮＺ及び東ティモール５か国から２００名以上に及ぶ隊員が参加。
【米国、豪州等】
米インド太平洋軍主催の能力構築支援に関する会合である安全保障能力理事会（4月）、構築ワーキンググループ会合（１１月）及
び日米バイ協議（６月）に外務省、海上保安庁と共に参加し、能力構築支援分野での日米協力の強化に努めた。
米インド太平洋軍主催の多国間ワーキンググループ（５月、１２月、２月、３月）に参加し、能力構築支援分野で米豪等との協力強
化に努めた。
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実施時期

令和５年８月

●令和４年度においては、以下のとおり実施した。
【パプアニューギニア】
　施設機械整備事業実施時に、ＪＩＣＡ事業担当者等の視察を受け入れ同国に対する支援事業に関する意見交換を行い相互理解
に努めた。

●令和３年度においては、以下のとおり実施した。
【フィリピン】
　フィリピン陸軍に対して、ODAにより供与された人命救助機材を活用した人道支援・災害救援分野の能力構築支援事業を行い、
同機材の取扱要領や操作救助訓練の実施における知見のを共有を図った。
【フィジー】
フィジー軍に対する衛生分野の能力構築支援事業の招へい事業の計画に際して、ＪＩＣＡとの保健分野の協力・連携の可能性を模
索するため意見交換を実施。


